
英語 NO.14
〈解答〉
1　 １　ア
　　 ２ 　エ
　　 ３　〔例〕世話するときに，自分がほほえめば，彼らもほほえむ（24字）
　　 ４　〔例〕No, she didn’t.
　　 ５　ａ〔例〕I will［am going to］ be［become］ a doctor in the future.
　　　　ｂ〔例〕I must［have to］ study math and science harder.

配点　 １， ２は各 １ 点，他は各 2 点　　１0点満点

〈解説〉
1　〈長文和訳〉
　 　みなさん，こんにちは。この質問に対する答えを言い当てられますか？子供たちは毎

日約400回何かをしますが，大人は毎日約１5回しか，それをしません。彼らは何をするの
でしょう？答えは笑うことです。  子供はよく笑いますが，大人はそれほどそれをしな
いのです。 私は笑うことやほほえむことが大事だと思います。今日はそのことについて
お話しします。

　 　私は ７ 月に ３ 日間，病院に働きに行きました。私はそこで 2 つのことを行いました。１
つは「ナースステーション」を掃除することでした。もう １ つは，看護師が病気の人を
世話するときに，看護師をＡ  手伝う  ことでした。私は素晴らしい ３ 日間を過ごしまし
た。

　 　最初の日，私は看護師たちはとても忙しいと思いました。その日の終わりに，私は彼
らを見ていたときに， １ つの重要なことを理解しました。病気の人の世話をするときに，
彼らはいつも笑顔でいたのです。その理由を知りたくて，私はある看護師に聞いてみま
した。「あなたはとても忙しそうです。でも，なぜあなたはいつもにこにこしているので
すか？」彼女は「もし，病気の人の世話をするときに，私がほほえめば，彼らもほほえ
むでしょう。それが①笑顔の力だと思うのです」と答えました。看護師はすごいと私は
思いました。

　 　 2 日目に，私は病院でおもしろい人を見かけて驚きました。私は彼はピエロだと思い
ましたが，彼は具合が悪そうには見えませんでした。なぜ病院にピエロがいたのでしょ
う？　私は彼について看護師にたずねました。彼女は「彼はホスピタルクラウンです。ホ
スピタルクラウンは病気の子供たちに会うために病院を訪れます。病気の子供たちはい
つも彼らに会いたいと思っていて，彼らといっしょにいるのが大好きです。彼らはホス
ピタルクラウンと笑うことができます。ホスピタルクラウンはまだ日本では人気があり
ませんが，アメリカでは非常に人気があるんですよ」と答えました。私は，病院では静
かにするべきだと思っていましたが，笑ったりほほえんだりすることは病人にとって，と
てもＢ  よい  ことだと学びました。

　 　 ３ 日目に，私は働くときにほほえんでみようとしました。周りの人々のほほえんでい



る顔を見つけたときには，うれしかったです。そのとき，看護師の一人が私に「綾さん，
あなたの笑顔はすてきだから，あなたはよい看護師になると思いますよ。私たちはうれ
しく思っています」と言いました。

　 　あなたは毎日笑いますか？ほほえむことは私たちの人生の中の小さなことです。しか
し，時にはそれはとても大事です。それはあなたの周りの人々を変える力を持っていま
す。だから，ほほえみましょう。

　 １  　挿入する英文は「子供はよく笑いますが，大人はそれほどそれをしないのです」と
いう意味。子供と大人を比べている第 １ 段落にあるアに入れるのが最適。

　 ２　Ａ 　空所を含む文は，「看護師が病気の人を世話するときに看護師を～することでし
た」という意味。よって，「手伝う」という意味を表す動詞 help が入る。

　　　Ｂ 　空所を含む文は，「笑ったりほほえんだりすることは病人にとって，とても～こ
とだと学びました」という意味。よって，「よい」という意味を表す形容詞 good
が入る。

　　　　　ＡとＢの組み合わせから，両方に最適なものは，エとわかる。
　 ３　看護師の発言の，直前の文の内容をまとめる。
　 ４  　問いは「綾はホスピタルクラウンについて知っていましたか」という意味。第 4 段

落 2 行目に，「なぜ病院にピエロがいたのでしょう？私は彼について看護師にたずねま
した」とある。よって，

　　　→　No, she didn’t.（ ３ 語）
　　と答える。
　 ５　ａ　「私は将来，医者になるつもりです」
　　　　①肯定文：～するつもり
　　　　②時制：未来
　　　　③主語：私
　　　　　動詞：～になる
　　　　 　主語は I。動詞は「～するつもり」という意志を表す will に「～になる」be

［become］を続ける。
　　　　　まとめると，
　　　　→　I will be［become］ a doctor.
　　　　　となる。
　　　　　will は be going to ～を使って，
　　　　→　I am going to be［become］ a doctor.
　　　　　とすることもできる。
　　　ｂ　「私は，より熱心に，数学や理科を勉強しなければなりません」
　　　　①肯定文：～しなければならない
　　　　②時制：現在
　　　　③主語：私
　　　　　動詞：勉強する
　　　　 　主語は I とする。動詞は「～しなければならない」という義務を表す must に



「勉強する」study を続ける。
　　　　　「より熱心に」は，hard の比較級である harder を使う。
　　　　　まとめると，
　　　　→　I must study math and science harder.
　　　　　となる。
　　　　　must は have to ～を使って，
　　　　→　I have to study math and science harder.
　　　　　とすることもできる。


